
0202  「第１章  １『横浜の環境』の未来を考える」の解説

気温上昇が
抑えられている

農作物などの
食糧供給が
受けられているモンシロチョウ、

アゲハチョウ、
トンボなど
身近に生き物がいる

堆肥化した生ごみや、
下水から生まれた
肥料で野菜が育ち、
資源が循環している

次世代自動車が普及し
公共交通機関の
利用率も
向上している

屋上緑化や壁面緑化が
進んでいる

雨水浸透施設の整備などにより
健全な水循環が実現している
多自然の川づくりが進んでいる

ペロブスカイト太陽電池などの
次世代型太陽光電池が
普及している

山や森には在来種を中心に
多様な生物が生息していて、
人間と適切な距離が保たれている

気温が大幅に上昇し、
人々の屋外活動が制限されている

外来生物が増えたり、
農作物に被害が
出たりしている

生ごみなどが
資源として
循環利用に
生かされていない

環境にやさしい交通が
普及していない

身近な緑が減少し、
癒し・心地よさが
失われている

豪雨の発生頻度が高くなり、
土砂崩れや洪水や内水氾濫が
頻発している

プラスチックごみの
発生量が減少せず、
一部が海洋に流出している

水揚げできる種が
変わったり、
海産物の水揚げ量が
低下したりしている

廃棄物量が十分に
削減されないため、
焼却工場の規模が
縮小できず、
焼却由来のCO2が
減少していない

高温や極端な気象災害により、
生物種や緑が減少している

従来の種が育たなくなったり
収量が低下したりしている

再利用等が進み、
廃棄物が削減され、
焼却工場の
規模が縮小している

海産物などの
食糧供給が
受けられている

藻場・浅場の形成等、
ブルーカーボン生態系が
活用されている

焼却工場からのCO2(温室効果ガス)を
回収して燃料化するなど、エネルギーを
含めた資源の循環利用が進んでいる
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環境を大切にした未来
みんなで取り組んだら、きっとこんな未来になる

※これらイラストはあくまでイメージで、正確性を追求するものではございませんのでご留意ください。

環境を大切にしない未来
みんなで取り組まなかったら、きっとこんな未来になる
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